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出雲平野中央部小山遺跡における地質層序と古環境
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Abs旋鎚むSome　researches　on　pa1eoenvironment　have　been　carried　out　by　using　the　method

of　ash　stratigraphy　and　facies　ana1ysis　of　core　data　drmed　in　Izumo　coastal　p1ain，southwest

Japan．

　In　this　paper，we　discuss　on　the　stratigraphy　and　pa1eoenvironment　of　the　Oyama

archaeo1ogical　site，centra1Izumo　plane　based　on　the　sedimentary　facies，I4C　age，po11en

ana1ysis　and　diatom　ana1ysis．

　The　fo1lowings　are　c1arified：

（1）This　area　is　under1ain　by　Tsunoi－tephra．

（2）S11ght1y　elevated　mounts　m　th1s　area　were　composed　of　the1st刊uvla1sand1ayer，or2nd

刊uvia1sand1ayeL

（3）The　groundwater1eve1around　this　area　in4800y．B．P．was　about±Om，and　reedy　marsh

with　A1ms　trees　in　the　near　area　was　expanded．

（4）1300years　ago，the　river　improvement　in　this　area　was　finished，then　it　became　to

marsh．Soon　after，the　marsh　was　rec1aimed　to　a　paddy行eld．

Key　w⑪納s：Oyama　archaeo1oglca1s1te，pa］eoenv1ronment，straOgraphy

は　じ　め　に

　小山遺跡は島根県中部の出雲市小山町地内に分布

する弥生時代中期以降の複合遺跡であり，神戸川の

三角州あるいは，白然堤防上に立地する（図1）。

　出雲平野の地形発達に関する研究は，大西松田

（1985）により中海・宍道湖地域の一部として古地

理図が描かれたことに始まる．大西・松田（1985）

以降の一連の研究は，既存建築ホーリンク等の資料

に基づく火山灰層序および層相の対比によるもので

あり，］4C年代測定や花粉層序学に基づく研究はほ

とんど行われていなかった。

　本報告では出雲市中央部小山遺跡内のボーリンク

調査，およびそれに伴うI4C年代測定，花粉。珪藻

分析結果を報告し，出雲平野の地形発達史解明の資

料としたい。また，これらの結果から推定できる遺

跡周辺の地形発達史についても若干述べる。

　また，本研究は小山遺跡の発掘調査に伴い実施さ

れた各種分析をまとめ直し，再考を加えたものであ

る。小山遺跡の概要，発掘の成果，各種分析の詳細

については今後発行予定である小山遺跡発掘報告書

を参照されたい。
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試料について

　遺跡内の3地点（図2）でボーリングを実施し，

分析試料を採取した．試料採取は粘土～シルト層を

対象として，基本的にシンウォールサンプラーによ

り採取した。ライナーからの試料の抜き取り，分割

は武験室において行った．ボーリング柱状図およぴ

推定断面図を図2に示す　各層の層相記載は後述す

る・ボーリング実施目寺には，発掘調査のために調査

前地表面から40～50cm程度が削平されていたた
め，図2の地表面は削平後の地表面を示す。

　・4C年代測定試料は，NQ1孔から採取した腐植質

粘土である．また花粉・珪藻分析試料は，各孔のダ

イアグラム中に示した各層準で採取した（No3孔に

ついても分析を実施しているが，NQ2孔とほぼ同様

な結果を示したことから，本報告では分析結果を省
略した）．

　　　　　　・一・1’1㌻駅・［｛
多

奪

〔

図1調査地点国土地理院5万分の1地形図「今
市」及び「大社」による．

肺＆1．　Location　map　ofOyama　site
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　　　　図2　地質断面図
亙童g．2．　Stratigraphic　section　ofOyama　site
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層相の記載

1）河川成砂層2

　層厚1．Om以上。上限深度は調査地域南部で高く，

北部で低い。粗粒砂～砂礫からなる河川成層。

2）腐植質粘土1砂互層

　層厚0．3～1．Om程度。上限深度は調査地域内でほ

ぼ等しく，およそ工P．十〇．2m程度。腐植質粘土と中

粒砂の互層。花粉層序から腐植質粘土・砂互層2（下

部），腐植質粘土固砂互層1（上部）の2層準に細
分できる．

3）乳灰色火山灰質シルト層

　層厚O．2～O．7m程度。上位の河川成砂層1により

上部を浸食されている．細粒の火山灰層で，「椀掛

け法」では火山ガラスが検出できなかった．

4）河川成砂層1

　層厚1．3～1．7m程度。下位の乳灰色火山灰質シル

ト層を浸食し，調査区中央部で層厚が厚い。粗粒砂

～砂礫からなる河川成層．

5）粘土層
　層厚1．6m以上。上部を遺跡の発掘調査により削

平されている。主に粘土からなり，所々に砂質粘土，

シルトを挟む．花粉層序から粘土層3（下部）～1

（上部）の3層準に細分できる．

分析方法および結果

　14C年代測定はテレダイン・アイソトープ社に委

託し，AMSを用いて行った．測定値は4800±72γB．P・

（I－18892）である。

　花粉・珪藻分析は川崎地質株式会社に委託し，渡

辺（1995a．b）に従い分析処理を行った．

　花粉・珪藻化石の顕微鏡観察は光学顕微鏡を使用

し，通常400倍で，必要に応じ600倍あるいは1OOO

倍を用いて行った。花粉分析では，原則的に木本花

粉化石総数が200個体以上になるまで同定を行い，

同時に検出される草本花粉も同定した．珪藻分析で

は，原則的に珪藻化石総数が200個体以上になるま

で同定を行った。しかし，一部の試料については，

花粉化石あるいは珪藻化石の含有量が少なかったた

めに，木本花粉化石総数あるいは珪藻化石総数で

200個体を越えることができなかった．

分析結果を図3～6に示す．花粉ダイァグラムでは，

同定した木本花粉総数を基数にた百分率を各々の木

本花粉，草本花粉について算出し，代表的な分類群

についてスペクトルで表した．また花粉ダイアグラ

ムでは，検出木本総数が1OOに満たない試料につい

て，検出分類群を＊で示した。珪藻ダイアグラムの

うち左端の「生息域別グラフ」は，同定した全ての

種類を対象に，それぞれの要因（生息域）毎に百分

率で表したものである．その他の4つのグラフは，

淡水種の珪藻についてそれぞれの要因毎に百分率で

表したものである。珪藻ダイァグラムでは，検出総

数が1OOに満たない試料について，試料NQのみを記
載した．

花　粉　分　帯

　花粉分析結果をもとに，花粉分帯を行った．以下

では，花粉組成の変遷を明らかにするために，下位

から上位に向けて記載を行う。

1）P－V帯
　アカカシ亜属，トチノキ属が局率で出現する．ま

た，草本花粉はほとんど出現しない．

2）P－lV帯

　ハンノキ属が局率で特徴的に出現する．またクワ

科一イラクサ科，トチノキ属も他の種類に比べ高い

出現率を示す。また，草本花粉はほとんど出現しな
い．

3）P－1l1帯

　「化石種」のカリヤ属，フウ属が低率ではあるが

安定して出現する。そのほか，アカガシ亜属，コナ

ラ亜属も1O～20％の出現率で安定して出現する．

　No1孔ではこの帯に相当する地層の層厚が厚く，

分析試料も多いことから，さらにd～a亜帯に細分

した。また，NQ1孔での細分をもとにNo2，3孔のP

一皿帯をみた場合，いずれもa亜帯に相当すること

が明らかである。

　d亜帯

　ヤナギ属，トチノキ属が他の種類に比べ高い出現

率を示す。

　C亜帯

　スギ属，トチノキ属が他の種類に比べ高い出現率

を示す。また草本花粉は種類数も検出数も下位のd

亜帯に比べ増加する．

　b亜帯

　特徴的に出現する種類がない．草本花粉では，イ

ネ科（40ミクロン未満），ヨモギ属が高率を示す．

　a亜帯

　マツ属（複維管束亜属），スギ属が他の種類に比

べ高い出現率を示す。草本花粉では，イネ科（40ミ

クロノ未満），イネ科（40ミクロ／以上），ヨモギ属が局率

を示す．

4）P－11帯

　マツ属（複維管束亜属），スキ属が他の種類に比

べ高い出現率を示すほか，アカガシ亜属，コナラ亜

属も他の種類に比べやや高い出現率を示す．また草

本花粉では，イネ科（40ミクロン以上）が高率を示す．
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5）P－1帯
　マツ属（複維管束亜属）が局率を示す．また草本

花粉では，イネ科（40ミクロノ以上）が局率を示す．

珪藻分帯
　各地点の珪藻分析結果をもとに，D－I～1Vの珪

藻帯を設定した。以下に各珪藻帯の特徴を示す。ま

た珪藻帯の変遷を明らかにするために，下位から上

位に向けて記載する．

1）D－lV帯

　淡水種が50～60％を占める。種構成では，汽水

種のAc〃η伽伽8わ榊枇∫，淡水種のCo㏄o〃挑
ρ1αc6〃〃o夕qw加〃o舳η肋，卵ηθ加〃〃oの出現率

が高い傾向にある．

2）D一”1帯

　地点により淡水種の割合が異なり，NQ1孔では60

～90％を占めるが，NQ2孔では50％程度の出現率で
ある。

　種構成では，汽水種のAc〃〃伽伽3わκ吻ωが卓

越する傾向にあり，淡水種のCo㏄o〃ぬρ1oc6伽1o夕

qw加〃o8舳〃o夕Eρ舳θ〃o肋侶〃α，卵〃θ〃o〃〃oな

どの出現率もやや高い傾向にある．

　NQ1孔ではこの帯に相当する地層の層厚が厚く，

分析試料も多いことから，さらにC～a亜帯に細分
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であり，周辺地域の平均的な花粉組成を表してい

る。このため，出雲平野内の花粉組成とは異なる傾

向を示す可能性もある．しかし，現在のところ対比

可能なデータが公表されていないことから，この結

．果との比較を行った・

1）P－1V，V帯
　クルミ属一サワグルミ属，ハンノキ属，トチノキ

属が局率を示し，小山遺跡周辺での局地的な植生を

反映している可能性が高い．しかし，アカガシ亜属，

シイノキ属の出現率も安定することから，カシーシ

イ花粉帯に相当すると考えられる。

　前述のように，No1孔丁4101で4800±72γB．P．（I

－18892）の年代値が得られており，カシーシイ帯の

推定年代と矛盾しない。

2）P－ll1帯

　マツ属（複維管束亜属），スギ属の出現率が他の

種類に比べ高い．一方，上位のP－1帯に比ベスギ

属の出現率はやや低く，マツ属（複維管束亜属）の

出現率が40％を越えることはほとんどない。この

ようなことから，イネ科花粉帯スギ亜帯に相当する

と考えられる．

　また，イネ科花粉帯スギ亜帯は2450年～1300年

前頃の植生を表していると考えられている．

3）P－l1帯

　スギ属の出現率が最も高い時期であり，イネ科花

粉帯スギ亜帯に相当すると考えられる。

　前述のようにイネ科花粉帯スギ亜帯は2450年～

1300年前頃の植生を表していると考えられている．

4）P－1帯
　マツ属（複維管束亜属）が卓越することから，イ

ネ科花粉帯カシ・ナラ亜帯，あるいはマツ亜帯に対

応すると考えられる．

　イネ科花粉帯カシ・ナラ亜帯は1300～500年前頃

の，マツ亜帯は500～70年前頃の植生を表している

と考えられている。

古環境変遷史

層相および花粉層序に基づき，地質断面図を作成
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した（図2）。各層毎に堆積時期や堆積環境，周辺

の古環境について述べる。

1）河川成砂層2

　神戸川，斐伊川あるいはその他の中小河川の沖積

作用により，およそ5000年前以前に堆積したと考

えられる。この層準は林（1991）の神戸川層に対比

されることから，矢野遺跡，小山遺跡の立地する微

高地と同時期に形成された可能性がある．

2）腐植質粘土1砂互層2
　本層から上位の腐植質粘土・砂互層1にかけては

層相変化に乏しく，連続して堆積したと考えられ

る。したがって本層は，およそ5000年前頃に神門

水海に注ぐ「小河川」の河口域の湿地で堆積したと

考えられる。

　「小河川」は，従来の古地理図では神戸川の網状

河川の一つとして描かれてきた．しかし，中国山地

縁辺の丘陵に水源を持つ河川が存在し，平野部で神

戸川の網状河川に合流していたことは明らかであ

る．また神戸川の三角州と斐伊川の三角州の境界近

くに位置する本遺跡内を，中国山地縁辺の丘陵部に．

水源を持ち両河川の影響を受けにくい河川が流れて

いた可能性も十分にあり得る．

　珪藻化石群集で汽水種が卓越することから，本層

が堆積した時期の神門水海は，汽水環境であったこ

とがわかる．

　花粉化石群集から，調査地近辺は沼沢湿地であ

り，湿地内はハンノキ類を主とする湿地林やアシな

どの茂る湿原となっていたと考えられる。また中国

山地縁辺の谷沿いにはトチノキやサワグルミ，スギ

を主とする渓谷林が発達し，尾根筋にはコナラ類，

ニョウマツ類を要素とする二次林や，カシ類を主要

素とする照葉樹林が分布していたと考えられる．

3）腐植質粘土1砂互層1
　前述のように腐植質粘土・砂互層2から華続して

堆積していたと考えられる。調査地全域が水深の非

常に浅い状況でありヲ部分的には陸化していた可能

性もある．また花粉化石群集から，調査地近辺には

ハンノキ類を主とする湿地林やアシなどの茂る湿原

が広がっていたと考えられる．

4）乳灰色火山灰質シルト層
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　既存のボーリング試料では，今回の調査地点の北

西方向（下流方向）で本層の分布が確認されている．

　林（1991）に従えば，本層は神戸川層上位の大平

山降下火山灰に対比される。しかし，林（1991）の

指摘する神戸川層の堆積時期（3600y．B．P．頃）と，

今回得られた14C年代値4800±78y．B．P一は大きく異

なる．また，本層直下から得られた14C年代値が角

井降下火山灰の年代値（松井・福岡，1996）に近い

ことから，本層が大平山降下火山灰ではなく，角井

降下火山灰に対比できることが明らかである．

5）河川成砂層1

　下位の乳灰色火山灰質シルト層が大平山降下火山

灰に相当するならば，本層は斐伊川層（林，1991）

に相当することになる。しかし，花粉層序学的に本

層準が弥生時代以前に堆積していることは明らかで

あり，乳灰色火山灰質シルト層も角井降下火山灰層

に対比できることから，本層も神戸川層に相当する

と考えられる．

　矢野遺跡や小山遺跡の立地する微高地の形成が神

戸川層の形成時期と重なるとすれば（林，1991），

微高地の形成が本層準と同時期である可能性も指摘
できる。

6）粘土層3

　花粉層序から，本層は弥生時代以降に堆積したと

考えられる。安定した堆積環境の下，河川を埋めな

がら堆積一したと考えられる。

　この層から得られた珪藻化石群集には，汽水種が

低率ではあるが安定して含まれる．また汽水種が高

率を示す試料では，淡水。浮遊種も局率になる傾向

がある。さらに花粉化石群集ではフウ属やカリヤ属

などの「化石種」が特徴的に認められる。これらの

ことから汽水種の珪藻の多くと「化石種」の花粉は，

後背の丘陵を形成する布志名層からの二次堆積であ

る可能性が指摘できる。

　花粉化石群集からP一皿帯b亜帯期に，矢野，小

山の微高地上あるいは河川流域では草原が広がって

いたと考えられる。ついでa亜帯期でイネ科（40ミ・

クロン以上）の出現率が急増し，近くで稲作が行われ

たと考えられる．矢野，小山の微高地上ではこのこ

ろから人が住み始め，集落ができたとのではなかろ

うか．また，山地縁辺の丘陵にはコナラ類，アカマ

ツを要素とする二次林が，山地縁辺の谷沿いにはス

ギを主とする渓谷林が発達し，山地にはカシ類を主

要素とする照葉樹林が分布していたと考えられる．

一方マツ属（複維管束亜属）花粉の一部は，浜山砂

丘に分布したであろうクロマツに由来する可能性
もある。

7）粘土層2

　花粉層序から，本層は古墳時代～奈良時代頃に堆

積したと考えられる。小河川は白然に流路を変え，

あるいは人為的に用水路として整備されていったと

考えられる。また河川跡は湿地となり，やがて水田

として利用されたと考えられる．

8）粘土層1

　花粉層序から，古代以降に湿地（あるいは水田）

で堆積したと考えられる．

　調査地周辺は明治から太平洋戦争前に観られ，

現在の記録に残るような田園地帯になったと考え
られる。

ま　　と　　め

　小山遺跡におけるボーリング調査，および14C年

代測定，花粉・珪藻分析から，小山遺跡周辺の各層

相区分毎の堆積年代，堆積環境，古植生などについ

て考察を行った．主な考察結果を以下に示す。

（1）14C年代測定の緒果から，小山遺跡近辺では角

井降下火山灰層に相当する火山灰層が分布すること

が明らかになった。

（2）4800y．B．P．以前に堆積した河川成砂層2，ある

いは弥生時代以前に堆積したと考えられる河川成砂

層1の堆積時期に，小山・矢野の微高地が形成され
たと考えられる。

（3）4800γB．P．頃には，小山遺跡近辺の水位は±Om

付近であり，遺跡内はハンノキやアシの生える湿地

であった。

（4）1300年前頃までに水路が整備され，現在も地

割に残る河川は湿地化し，水田として使用されるよ

うになった．

　従来から出雲平野内では，様々な手法で地質学的
調査が行われていた。今回の調査では，平野下の砂

層中に挟まれる腐植質粘土層の年代測定や，花粉・

珪藻分析による古環境推定など，出雲平野の形成史

を考える上で新たな知見をいくつか提示することに

なった．今回行った手法による調査の重要性が指摘

されながらも，従来ほとんど行われることがなかっ

たが，今回の成果により，その重要性を再碓認する

と共に，出雲平野の形成史解明のために，今後積極

的に調査が行われることを願うものである。
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